
（参考） 

平成25年度木造建築技術先導事業の応募概要 

 及び同事業評価委員会の講評について 

 

平成 25 年度木造建築技術先導事業における応募の状況及び「木造建築技術先導事業評価委員

会」において出された全体講評について、下記のとおり公表致します。 

 

記 

 

１．応募状況 

本事業の補助対象となる事業として、「建築物の木造化」（以下「木造化」という。）及び「建築物の内

装・外装の木質化」（以下「木質化」という。）の２種類を設け、平成25年６月７日から７月８日までの期

間で公募を行ったところ、８件（全て木造化）の応募があった。 

 

２．評価の経緯 

評価は、一般社団法人木を活かす建築推進協議会に設置した、学識経験者からなる「木造建築技

術先導事業評価委員会」（以下「評価委員会」という。）において、以下の手順で実施した。 

まず、応募のあった各提案の内容について、要件への適合、構造・防火面における技術の先導性、

建築生産システムについての先導性、一般への普及・啓発効果等の観点から、書類審査を行った。 

その結果、内容について詳細な追加情報が必要とされた提案については、さらに当該提案者に対す

るヒアリング審査を行い、本事業による支援対象として適切と思われる提案を選定した。 

 

３．評価結果 

上記２の評価により、本事業による支援対象として適切と判断した６件のプロジェクトは、別紙のとお

りである。 

 

４．全体講評 

今回の応募については、構造・防火の面では、既往の構法の組み合わせにより新しい建物規模に

チャレンジするものや新しく開発された構造部材の採用を試みるものが複数見られた。材料の面では、

一般流通材の使用による生産面・施工面のローコスト化や地場産木材または国産木材を活用し地域

産業の活性化、国内の木材利用促進に積極的に取り組もうとするものなどが見られた。今回の提案は

全て「木造化」の申請であったが、併せて積極的な内外装の木質化を図る計画が多く見られた。 

その中で、採択となったプロジェクトについては、木造化についての十分な検討がなされており、構造、

防火、生産、施工等の面での工夫なども見られ、いずれも先導的な木造建築物として波及・普及効果

が期待できる内容であった。（採択案件ごとの講評については、別紙参照。） 

一方、今回採択に至らなかった提案の中には、木材を積極的に活用しようとする姿勢はみられるも

のの、先導性に欠けるもの、材料・工法の選定の合理性に欠けるものもあった。 

 

５．評価のポイント 

本事業の評価のポイントとして以下の項目が挙げられる。今後の提案内容の検討に際しての参考と

されたい。 

（１）構造、防火面における先導性等について 

構造面（例：構造部材、接合方法又は既存の構造方法の組合せ）や防火面（例：燃えしろ設計、

耐火部材の使用等）において先導性を有するとともに、それらの技術の実現に支障がないと判断

されるものであること。 

（２）建築生産システムにおける先導性等について 



 

 

効率的な生産方法や施工方法の導入など、生産面で先導性に優れた技術等が導入される事

業計画であること。また、コスト面で課題となる木材料の調達等について工夫が見られること。 

（３）技術等の普及可能性について 

上記（１）及び（２）の先導的な技術等が、公開できるもの又は第３者が当該技術の考え方等を

応用して類似の設計を行うことが可能なものであること。 

（４）その他の評価ポイントについて 

上記（１）から（３）に加え、用途、規模、立地条件等による話題性・普及性、国産材の積極的な

活用の提案があれば、評価の対象となる。 
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